
１ 歩行者事故の発生状況

令和５年中の歩行者が死傷した交通事故は、前年と比較して、発生件数、死者数及び負

傷者数ともに減少しました。

なお、死亡事故は９件11人発生し、大きく減少しました。（前年比－９件－７人）。

【歩行者事故の発生状況】 （令和５年中）

【歩行者の交通死亡事故発生状況】 （令和５年中）

２ 歩行者事故の発生推移（基礎データ平成26年～令和５年）

平成26年以降、歩行者事故の発生件数は減少傾向
にあり､死者数は増減を繰り返しながら、緩やかに減
少しています。
令和５年中は、死者数が前年比で大きく減少し、

発生件数及び死者数が統計が残る昭和41年以降で最
少となりました。
一方で、全人身交通事故が10年間で55.9％減少(平

成26年9,142件→令和５年4,033件｡-5,109件)してい
るのに対し、歩行者事故は47.0％の減少（平成26年

920件→令和５年488件。-432件）にとどまっていま

す。

３ 過去10年間の歩行中死者の月別発生状況

(平成26年～令和５年)

歩行中の交通事故死者数を月別に見ると、

11月及び12月が特に多くなっています。

昼夜別では、冬季には夜間の事故が多発し

ており、秋から冬にかけては夕暮れ時の事故

も多くなっています。

件　数 死者数 重  傷 軽  傷 計
488 9 11 127 362 489
505 18 18 120 376 496

増 数 -17 -9 -7 7 -14 -7
減 率 -3.4 -50.0 -38.9 5.8 -3.7 -1.4

区　　分

本     年
前     年

発生件数
負 傷 者 数死亡事故

死者

年 月 日 時 曜 昼夜 天候 発生場所 路線 高齢者 車種 高齢者
1 5 2 21 6 火 昼 曇 仙台市太白区大野田 市道 - 軽乗 背面通行 ◎
2 5 3 11 1 土 夜 晴 仙台市宮城野区苦竹 国道 ◎ 普乗 横断中 -
3 5 3 21 13 火 昼 晴 気仙沼市本吉町 敷地内 ◎ 普乗 その他 -
4 5 5 16 20 火 夜 晴 栗原市若柳有賀 高速道 - 大貨 四輪単独 - ※
5 5 6 23 3 金 夜 曇 東松島市赤井 県道 - 普乗 横断中 ◎
6 5 10 20 12 金 昼 晴 仙台市宮城野区五輪 敷地内 ◎ 普乗 その他 ◎
7 5 11 19 4 日 夜 曇 名取市上余田 県道 - 普乗 対面通行 -
8 5 12 2 1 土 夜 晴 仙台市青葉区花京院 市道 ◎ 普乗 路上横臥 -
9 5 12 28 12 木 昼 晴 岩沼市早股 市道 ◎ 軽貨 横断中 ◎

※３人死亡

№
発生年月日等 第１当事者

事故類型

２６年 ２７年 ２８年 ２９年 ３０年 元年 ２年 ３年 ４年 ５年
920 916 888 836 820 692 549 513 505 488
29 25 26 20 15 19 15 13 18 11

うち高齢者 19 13 12 13 9 10 9 11 10 4
908 913 889 832 832 693 553 513 496 489

区  分
発生件数
死  者  数

負  傷  者

※百分率は小数第二位で四捨五入するため、合計が100％にならない場合があります。



４ 歩行者事故の発生特徴等（令和５年中）

(1) 約６割が道路横断中の事故

死傷者の約６割（500人中276人。55.2％)

が道路横断中の事故でした。

内訳は、横断歩道上が168人と最も多く､横断

歩道付近や歩道橋付近が10人､その他横断が98

人でした。

横断中に直進車両（原付以上)と衝突した事

故について、夜間帯に発生した重傷以上の死傷

者数は、左からの車両と衝突した死傷者数の方

が、右からの車両に比べて４倍多くなりました。

(2) 17時台の発生が多い

発生時間別では、17時台に多発（488件中56

件。11.5％）しました。

昼夜別では、約４割（488件中207件｡42.4

％）が夜間に発生し、全事故における夜間の

割合（4,033件中1,095件。27.2％）を15.2ポイ

ント上回りました。

(3) 歩行中死傷者の約２割に違反あり

歩行中死傷者の約２割(500人中102人。

20.4％）には何らかの違反が認められ、特に横

断歩道外横断が27人で最多となりました。

違反が認められた歩行中死傷者の35.3％

（102人中36人）は重傷以上でした。

一方、違反がなかった歩行中死傷者では、重

傷以上が25.6％（398人中102人）で、違反が

認められた歩行者を9.7ポイント下回りました。

(4) 交差点での発生が約５割

道路形状別では､交差点での発生が約５割

（488件中233件。47.7％）を占めました。

また、交差点に次いで直線（138件｡28.3％）、

駐車場等（92件｡18.9％)の順に多くなりました。

(5) 学職別では高齢者が多い

死傷者の年齢別・学職別では、65歳以上の

高齢者が多く､死傷者の約３割(500人中140人｡

28.0％）を占めました。

※学職別は主なものを抜粋

昼 夜 昼 夜
死亡 1 2
重傷 6 5 8 18
軽傷 21 12 15 17
総計 27 17 24 37

【横断中事故の車両(前方直進)の進行方向】　　(人)

負傷の
程度

右からの車両 左からの車両

～14 15～19 20～24 25～29 30代 40代 50代 60代 70代 80～ 未就学児 小学生 中学生 高校生 高齢者

死傷者数 500 54 22 31 29 59 59 80 57 49 60 6 42 7 14 140

死 者 数 11 0 0 1 2 0 1 2 2 1 2 0 0 0 0 4

負傷者数 489 54 22 30 27 59 58 78 55 48 58 6 42 7 14 136

区分 計
年齢別 学職別

※百分率は小数第二位で四捨五入するため、合計が100％にならない場合があります。
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